
華
僑
の
故
郷「
福
州
」、世
界
遺
産「
武
夷
山
」、美
し
い
島「
ア
モ
イ
」

武
夷
山

い
か
だ
に
乗
っ
て
佳
景
楽
し
む

厦
門（
ア
モ
イ
）

島は「海上の花園」
万国建築の博物館

中国国家観光局駐日本代表処

国交正常化周年　中国特集

海洋シルクロードの起点中国福建省
福
　
州

省の政治、経済の中心
レトロな街並みが人気

福
　
清

人
々
の
夢
を
か
な
え
る
古
刹

（４）第２９０１号 第３種郵便物認可 ２０１７年（平成２９年）７月２２日（土曜日）

九曲渓のいかだ下り。前方右に見えるのは玉女峰

菽荘花園の高台から。右上に日光岩が見える

旧日本領事館

　
武
夷
山
は
武
夷
山
脈
と
九
曲

渓
の
山
河
の
景
色
が
美
し
い
中

国
を
代
表
す
る
景
勝
地
だ
。
１

９
９
９
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

自
然
遺
産
と
文
化
遺
産
の
複
合

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
福
建
省
内
陸
部
、
江
西
省
と

の
省
境
に
あ
り
、
行
政
的
に
は

南
平
市
の
中
の
県
級
市
、
武
夷

山
市
に
位
置
す
る
。
海
岸
線
か

ら
約
４
０
０
㌔
の
距
離
だ
が
、

２
０
１
５
年
開
通
し
た
中
国
版

新
幹
線
「
合
福
高
鉄
」
で
省
都

の
福
州
か
ら
約
１
時
間
半
、
ア

モ
イ
か
ら
約
３
時
間
半
と
交
通

が
便
利
に
な
っ
た
。

　
武
夷
山
は
銘
茶
の
生
産
地
と

し
て
も
名
高
い
。
山
の
岩
場
で

栽
培
さ
れ
る
「
岩
茶
」
（
ウ
ー

ロ
ン
茶
）
は
古
来
、
薬
効
が
あ

る
と
人
々
か
ら
珍
重
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の

「
大
紅
袍（
だ
い
こ
う
ほ
う
）」

は
、
か
つ
て
は
皇
室
専
用
の
茶

で
、
今
も
年
間
４
０
０
㌘
し
か

採
れ
な
い
と
い
う
貴
重
な
逸
品

だ
。
岩
山
の
特
別
な
環
境
の
中

で
栽
培
し
て
い
る
。

　
武
夷
山
は
ま
た
、
南
宋
代
の

儒
学
者
で
、朱
子
学
の
創
始
者
、

朱
熹
（
し
ゅ
き
）
が
少
年
期
と


代
以
降
の
約

年
間
過
ご
し

た
場
所
で
も
あ
る
。
朱
熹
が
講

学
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
紫
陽

書
院
」な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
●
九
曲
渓

　
武
夷
山
脈
の
麓
を
流
れ
る
渓

流
。
約
９
・
５
㌔
の
距
離
で
大

き
く
湾
曲
す
る
部
分
が
九
つ
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
い

た
。
観
光
客
は
５
～
６
人
乗
り

の
竹
の
い
か
だ
に
乗
り
、
お
よ

そ
１
時
間
半
か
け
て
少
し
の
ス

リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
川
を
下
る
。

　
い
か
だ
か
ら
「
天
游
峰
」

「
玉
女
峰
」
な
ど
の
峰
が
織
り

成
す
佳
景
を
眺
め
る
。
船
頭
に

よ
る
見
事
な
か
い
さ
ば
き
と
景

色
の
説
明
（
中
国
語
）
で
、
道

中
乗
船
客
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と

が
な
い
。
足
元
な
ど
が
多
少
濡

れ
る
の
で
、
乗
客
は
そ
れ
な
り

の
装
備
が
必
要
だ
。

　
●
天
游
峰

　

の
峰
か
ら
な
る
武
夷
山
の

う
ち
、
最
も
高
い
峰
。
標
高
４

０
８
㍍
。
山
頂
は
九
曲
渓
を
見

下
ろ
す
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
約
２
０
０
㍍
の
地
点

か
ら
お
よ
そ

分
か
け
て
急
階

段
を
上
る
。

　
●
倣
宋
古
街

　
九
曲
渓
の
下
船
場
近
く
は
宋

の
時
代
の
街
並
み
を
再
現
し
た

「
倣
宋
古
街
」
と
呼
ば
れ
る
お

よ
そ
３
０
０
㍍
の
レ
ト
ロ
な
通

り
と
な
っ
て
い
る
。

　
飲
食
、
み
や
げ
店
や
、
朱
熹

記
念
館
、
武
夷
山
博
物
館
な
ど

が
軒
を
連
ね
る
。

　
厦
門
（
ア
モ
イ
）
は
福
建
省

沿
岸
部
に
あ
る
人
口
お
よ
そ
４

０
０
万
人
の
大
都
市
。
中
国
語

で
は
「
シ
ァ
メ
ン
」
と
発
音
さ

れ
る
が
、
現
地
語
の
閩
南
（
び

ん
な
ん
）語
の
発
音「
ア
モ
イ
」

が
世
界
で
広
く
定
着
し
て
い

る
。

　
１
９
８
０
年
、深
圳
、珠
海
、

汕
頭
と
と
も
に
国
の
経
済
特
区

に
指
定
さ
れ
た
。
以
来
、
高
い

経
済
成
長
率
を
誇
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
伸
び
率
は
最
盛
期
に
年
間
お

よ
そ

％
、
現
在
も
９
％
程
度

を
維
持
し
て
い
る
。

　
年
間
平
均
気
温

度
の
温
暖

な
気
候
、
空
気
の
よ
さ
、
美
し

い
風
景
が
人
気
で
、
「
中
国
で

一
番
住
み
や
す
い
町
」
「
二
番

目
に
観
光
で
行
き
た
い
町
（
一

番
は
海
南
島
・
三
亜
市
）
」
の

評
価
も
。

　
●
鼓
浪
嶼
（
コ
ロ
ン
ス

島
）

　
ア
モ
イ
市
中
心
部
の
ア
モ
イ

本
島
の
南
西
約
５
０
０
㍍
に
あ

る
面
積
約
１
・
８
平
方
㌔
の
小

島
。
美
し
い
景
色
と
独
特
の
雰

囲
気
か
ら
「
海
上
の
花
園
」
の

異
名
が
あ
る
。

　
ア
ヘ
ン
戦
争
、
南
京
条
約
を

機
に
共
同
租
界
地
と
し
て
日
本

や
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
の
領
事
館
や
教
会

な
ど
の
西
洋
建
築
が
作
ら
れ

た
。
ま
た
世
界
で
財
を
成
し
た

華
僑
の
別
荘
地
と
も
な
り
、
現

在
も
千
軒
以
上
の
西
洋
建
築
物

が
島
内
に
残
る
。
「
万
国
建
築

博
物
館
」
の
異
名
も
あ
り
、
市

の
政
府
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
申
請
し
て
い
た

が
、
７
月
８
日
に
登
録
が
決
ま

っ
た
。

　
島
内
は
自
動
車
や
バ
イ
ク
、

自
転
車
の
乗
り
入
れ
が
禁
止

で
、
観
光
客
は
徒
歩
か
、
島
内

に

台
あ
る
電
動
カ
ー
ト
で
移

動
す
る
。
島
へ
は
フ
ェ
リ
ー
で


分
弱
。
ア
モ
イ
本
島
の
観
光

客
専
用
埠
頭
か
ら
乗
船
、
コ
ロ

ン
ス
島
の
三
丘
田
埠
頭
で
下
船

す
る
。

　
島
内
の
ほ
か
の
見
ど
こ
ろ

は
、
島
の
景
色
を
一
望
す
る
島

の
最
高
峰
「
日
光
岩
」
、
世
界

の
オ
ル
ガ
ン
を
展
示
し
た
「
風

琴
博
物
館
（
八
掛
楼
）
」
、
台

湾
の
富
豪
、
林
爾
嘉
が
造
っ
た

「
菽
荘（
し
ゅ
く
そ
う
）花
園
」

な
ど
。

　
●
菽
荘
花
園

　
コ
ロ
ン
ス
島
南
部
に
あ
る
、

海
や
崖
な
ど
自
然
の
地
形
を
巧

み
に
生
か
し
た
庭
園
。
１
９
１

３
年
造
営
。
海
に
浮
か
ぶ
よ
う

な
橋
や
高
台
か
ら
庭
や
島
の
絶

景
を
見
渡
す
。
園
内
に
は
世
界

の
ピ
ア
ノ
を
集
め
た
「
鋼
琴
博

物
館
」
も
あ
る
。

　
●
集
美
学
村

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
り
、
ゴ

ム
工
場
の
経
営
で
成
功
し
た
ア

モ
イ
出
身
の
華
僑
、
陳
嘉
庚
の

寄
付
に
よ
り
、
１
９
１
３
年
に

作
ら
れ
た
学
園
都
市
。
小
学
校

か
ら
大
学
ま
で
あ
り
、
中
国
の

伝
統
的
建
築
や
洋
風
建
築
、
海

沿
い
の
景
色
な
ど
、
風
光
明
媚

な
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

天
游
峰
か
ら
一
望
す
る
九
曲
渓
の
景
色

　
今
年
２
０
１
７
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。

両
国
で
多
く
の
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国

で
は
日
本
人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
致
に
向
け
て
、
省
や
地
域

ご
と
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
盛
ん
だ
。国
交
正
常
化

周
年
中
国
特
集
。

今
回
は
海
洋
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や
世
界
遺
産
が
注
目
を
集
め
て
い

る
福
建
省
を
取
り
上
げ
た
。

レトロな街並みが印象的な三坊七巷（南後街）

落ち着いたたたずまいの小道（三坊七巷・安民巷）

石竹山中腹の展望台から石竹寺（右側）と石竹湖、
湖に浮かぶ小島「鯉島」（左側）を望む

瑞岩山風景区の弥勒菩薩像

　
福
州
は
福
建
省
の
省
都
で
、

人
口
約
７
３
０
万
人
。
同
省
の

政
治
、
経
済
の
中
心
地
だ
。
榕

樹（
よ
う
じ
ゅ
、ガ
ジ
ュ
マ
ル
）

の
木
が
あ
ち
こ
ち
に
植
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
榕
城
」

と
の
異
名
が
あ
る
。閩（
び
ん
）

江
の
下
流
に
位
置
し
、
福
建
省

全
体
の
異
名
は
「
閩
」
。

　
同
省
の
泉
州
と
と
も
に
古
く

か
ら
海
外
と
の
交
易
が
盛
ん

で
、
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
、

ア
ラ
ビ
ア
へ
向
か
う
「
海
洋
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
」の
起
点
と
し
て
、

漢
の
時
代
か
ら
発
展
を
遂
げ
る

と
と
も
に
、
多
く
の
華
僑
を
世

界
に
送
り
出
し
た
。
明
清
時
代

は
琉
球
（
沖
縄
）
と
の
交
易
も

多
く
、
琉
球
館
（
柔
遠
駅
）
と

呼
ば
れ
る
琉
球
人
の
滞
在
施
設

が
市
内
に
置
か
れ
た
。
「
三
坊

七
巷
」
な
ど
見
る
べ
き
観
光
地

も
多
い
。

　
●
三
坊
七
巷

　
町
の
中
心
の
旧
市
街
に
あ
る

散
策
路
。
唐
代
に
形
成
さ
れ
た

古
い
町
並
み
が
残
り
、
中
国
の

十
大
歴
史
文
化
名
街
の
一
つ
と

さ
れ
る
。
戦
乱
を
逃
れ
て
儒
学

者
た
ち
が
移
り
住
ん
だ
の
が
始

ま
り
で
、
そ
の
歴
史
は
１
２
０

０
年
を
超
え
る
と
い
う
。

　
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
「
南

後
街
」
は
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
に

再
開
発
さ
れ
、
飲
食
店
や
み
や

げ
店
が
１
㌔
弱
に
わ
た
り
軒
を

連
ね
る
。
昼
夜
を
問
わ
ず
多
く

の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　
一
方
、
「
光
禄
坊
」
「
文
儒

坊
」
「
衣
綿
坊
」
と
い
う
三
つ

の
路
地
、「
吉
庇
巷
」「
宮
巷
」

「
安
民
巷
」
な
ど
七
つ
の
小
道

は
、
古
民
家
が
立
ち
並
ぶ
落
ち

着
い
た
た
た
ず
ま
い
と
な
っ
て

い
る
。

　
●
林
則
徐
記
念
館

　
ア
ヘ
ン
戦
争
で
指
揮
を
執
っ

た
福
州
出
身
の
政
治
家
、
林
則

徐
の
記
念
館
。
林
則
徐
自
身
や

戦
争
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

展
示
が
あ
る
。
三
坊
七
巷
か
ら

歩
い
て
す
ぐ
。

　
●
西
湖
公
園

　
市
内
中
心
に
あ
る
、
１
７
０

０
年
の
歴
史
を
持
つ
古
い
公

園
。
人
工
湖
の
周
り
に
は
市
の

木
、榕
樹
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

敷
地
内
に「
福
建
博
物
館
」も
。

　
●
于
山

　
市
内
中
心
の
小
高
い
丘
。
白

塔
が
立
つ
白
塔
寺
な
ど
の
見
ど

こ
ろ
が
あ
る
。

　
福
清
は
福
州
市
の
中
心
か
ら

お
よ
そ
１
０
０
㌔
。
福
州
市
の

中
の
県
級
市
の
位
置
付
け
で
、

主
な
産
業
は
米
作
な
ど
の
農
業

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
な

ど
の
工
業
。
人
口
は
お
よ
そ
１

５
０
万
人
だ
が
、
３
０
０
万
人

の
同
市
出
身
華
僑
が
世
界
で
活

躍
し
て
い
る
。

　
日
本
と
の
関
わ
り
も
深
い
。

禅
宗
の
一
派
、
黄
檗
（
お
う
ば

く
）
宗
の
開
祖
、
隠
元
禅
師
は

福
清
の
黄
檗
山
万
福
寺
で
長
く

住
職
を
務
め
た
の
ち
、
日
本
に

渡
り
、
今
の
京
都
府
宇
治
市
に

故
郷
と
同
名
の
寺
を
建
立
し

た
。

　
●
石
竹
山

　
標
高
５
３
４
㍍
。
中
腹
に
あ

る
石
竹
寺
は
唐
代
に
建
て
ら
れ

た
古
刹
で
、
道
教
を
主
体
に
し

な
が
ら
仏
教
や
儒
教
も
混
在
す

る
独
特
の
寺
院
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
見
た
夢
は
実
際
に

か
な
う
と
有
名
で
、
境
内
の
至

る
と
こ
ろ
に
〝
仮
眠
所
〟
が
あ

る
の
が
面
白
い
。
境
内
近
く
ま

で
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
運
行
し
て

い
る
。

　
麓
に
は
ダ
ム
建
設
に
伴
い
作

ら
れ
た
人
工
湖
の
石
竹
湖
が
あ

り
、
山
の
展
望
台
か
ら
美
し
い

景
色
を
一
望
す
る
。
福
建
省
十

大
風
景
区
の
一
つ
。

　
●
瑞
岩
山
風
景
区

　
高
さ
６
・
４
㍍
、
幅
８
・
９

㍍
と
、
中
国
最
大
の
弥
勒
菩
薩

の
石
像
が
あ
る
。
国
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。


